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修士論文要旨
【問題と目的】心配を止めることができないと感じる「心配
のコントロール不可能性」は，心配の重篤化に影響を及ぼ
す（Ruscio & Borkovec,2004）ものの，実際に心配を止
められないのかに関する検討は行われてこなかった。また，
心配はワーキングメモリ（以下，WMとする, Baddeley,
1986）において処理され，他の活動への従事を阻害する
（Rapee,1993）ことから，心配をコントロール不可能な状
態とは，容量を他の活動に配分できず，心配へと選択的に
注意が配分されている状態としてとらえることが可能であ
る。しかしながら，心配のコントロール不可能性について，
WMの観点から検討した研究はこれまでに見受けられな
い。さらに，心配とWMの関連性を検討した研究は，認知課
題の成績を介した理解にとどまっており（Walkenhorst & 
Crowe, 2009），コントロール不可能性という事象をとら
える際には，認知処理に応じて素早く変動する脳波指標
（Bas¸ar-Eroglu et al.,1996）を用いることが有効である。
そこで，WMと同様の概念である内的事象への選択的注意
を示す頭頂後頭部の電極に見られるγ波（40～48Hz；
Sandkühler & Bhattacharya, 2008）を用いてコント
ロール不可能性について検討を行った。
【方　法】実験参加者　大学生，大学院生21名（男性10名，
女性11名：平均年齢22.9±1.87歳）を対象とした。測度　
（a）心配傾向：日本語版Penn State Worry Questionnaire
（日本語版PSWQ；本岡他，1990），（b）心配のコントロー
ル不可能性：心配に関するメタ認知的信念尺度（金築他，
2008），（c）心配のコントロール不可能性：数唱（Wechsler,
1997），（d）WM：両耳分離聴課題（南他，2000），（e）心
配の程度：Visual Analogue Scale（VAS），（f）心配時
の脳波指標，を使用した。　手続き　（a）と（b）に記入を
求め，その後１回目の（c）と（d）を実施した。そして，米
国Electrical Geodesics社製の脳波計（Geodesic Sensor 
Net,64ch）を装着した状態で心配誘導を実施し，その前
後に（e）への回答を求めた。最後に２回目の（c）と（d）
を実施して終了した。　心配誘導と脳波解析　最近の心配
なことについて数分間考えてもらった。その際，心配を「ど
うすることもできない」と感じたら，手元のキーを押すよ
う求め，それと同時に「すぐに心配を止めてください」と
いう教示が現れるように設定が行われた。１回目のキー反
応前，および反応後をそれぞれ「心配中」，「心配を止める
よう求めた後」として，wavelet解析（時間周波数解析；
Tallon-Baudry & Bertrand,1999）を実施した。なお，本
研究は早稲田大学人を対象とする研究に関する倫理委員会
の承認を受けて実施された（承認番号2012-147）。
【結果と考察】日本語版PSWQが50点以下の者を心配低群（６
名）とし，51点以上の者のうち心配誘導後に数唱の成績が低
下した者をコントロール不可能群（５名），数唱の成績が低下
しなかった者をコントロール可能群（10名）へと，それぞれ
振り分けた。「心配中」のγ波については，各群に顕著な賦活
が認められなかった（Figure上）。このことから，心配を行っ
ている際は，心配傾向の程度，コントロール不可能性に関わ
らず，WMが心配を占めている容量に差はないことが示され
た。一方で，「心配を止めるよう求めた後」については，群間
で顕著なγ波の賦活は認められなかったものの，コントロー
ル不可能群のうちの２名が，それぞれ1500ms，および3000ms
付近にて頭頂後頭部に位置する電極から約800msの弱いγ波
が検出され，選択的注意が向けられていた可能性が示唆され
た（Figure下）。これらのことから，心配のコントロール不
可能性はWM内の容量を「心配を止めようとすること」が占
めることで，かえって心配が持続する可能性が考えられる。こ
れらのことから，心配のコントロール不可能性は，「心配中」
ではなく「心配を止めようとした後」における情報処理的差
異が関与している可能性が考えられる。
Figure　心配中（上）と心配を止める際（下）のγ波の賦活の様子
　　　　上からコントロール不可能群、コントロール可能群、心配低群
　　　　（各40～50Hzを抜粋）
γ波に見られる選択的注意とコントロール不可能性を
有する心配の関連についての検討
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